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5 1975年 -1 976年度幹事選挙について

幹事選挙が別項〈色頁)の要領で行われる。例年投票率が極めて低いが，学会の最高審議機

関である幹事会の重要性を考え，多数投票されるよう陀。

s第 39回研究会開催について

次回研究会の世話人である堀川正克氏から下記のような予定で行うとの述絡があった。

日本組織培養学会第 59回研究会を下記の要領で開俄致しますので御準備下さい。

日 時:昭和50年 6月 20日(金)， 21日〈土)

会 場:金沢大学医学部十全(じゅうぜん)締堂

シンポジウム:哨乳類細胞陀おける突然変異の機構解析

司会者〈未定)

世話人;姻川正克

〒920 金沢市宝町内需 1号

金沢大学薬学部放射薬品化学教室

明J(金沢 )62-8151(内線 441 ) 

細胞の縮化機悦の解析とi期連して最近特陀問題陀なっている哨乳額細胞陀おける突然変異の

問題を今回の-;//ポdウム陀とり上げました。あらゆる角度から掘り下げて検討してみたいと

思います。くわえて初夏の北陸路は勉強陀リクリヱーション陀最高の季節かと思います。研究

会は金明日，土昭日ととって目隠日をあけましたので皆さんふるって御参加下さ、、白

〈堀川正克)

s幹事会及び総会議事録

1 1月 28日東大医科病陀おいて幹事会が開かれ，下記の案件陀ついて討論が行われた。各

案件は" 29日K行われた総会l'(:t.品、ていずれも可決承認されたロ

なお，幹事会出席者は堀川佐藤，久米川，三宅.吉田，野瀬の各幹事，山田錯十担当，

黒木，乾前幹事.梅田会員通信担当，オブザーパーとして永田前世話人であった。

(1) 会計報告.新会計年度は来年 1月からスタートする。会費は年 1000円すえおきで当面は

健全財政を維持できる。

会費は直接山団幹事陀送らず，学会事務センターに納入すること白

(2) ピプりオグラフィーの現状と今後.必要性陀ついて議論され、利用価値を疑問とする意見

と，学会の活動として唯一のものであり充実させて存続するという意見などが出された。来年
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は発行する治三その後どうするか会員の意見をよく聞いて決定することになった。

今年度は原稿がる 1部しか集まらず，締切りを 12月 15固までのばすので会員の協力を御

願いしたい(乾担当幹事)。

(3) 次回研究会は下記の袈領Kよって開催する。

世話人:金沢大学堀川正克

会 期:昭和50年 6月 20日.21日

場 所:金沢大医学部講堂

シ Yポジウムのテーマ:

f組織培養Kよる晴乳類細胞の突然変異の機構解析J

(4) 次々回伺究会は下記のごとく開催するa

世話人:独協大学医学部山田 喬

{副 会員通信Kは，会員の情報交換のため記事原稿を積極的Kお願いしたい。また住所変更も

お知らせ顧いたL、。(梅田担当幹事まで)

(6) 会員名簿は，従来東地区で作製してきたが 49年度は，堀川.佐藤幹事が行う白

(7) 昭和50. 51年度幹事の選挙は， 在東京の幹事(三宅，野瀬)が行なう。投票用紙を会

員通信κ同封するので御協力をお願いしたい(別項)。

(8) 新入会員の承認および紹介(}}IJ項)。

、(9) 名誉会員の制度を作るo 資格は，現役を引退した人で，組織培護学会K貢献した人を，そ

の時の幹事会が選出する。

同 幹事会で.=.ューサイエンス社発行予定の組織培養関係の雑誌K対する学会の協力につい

て議論されたa 商業誌なので学会として公式陀はl調与せず，個人的協力Kとどめることとした。

なお，研究会の案内などK利用させて頂くことはありうる。(文賀野瀬)

s会計から

春の総会で決定したように. I昭和50年度から会計年度は 1月 1日-12月31日となりま

すa したがって次号の会員通信tc49年度の会計報告をのせ. 50年春の総会で本訟を受ける 人¥)

こと Kなります。

近々学会事務センターから 50年度会貨の請求書が会員各位へ送付されます。学会の事業は

会費Kよってまかなわれることを御理解いた Xいて.できるだけ早〈会費を納入するようお願

い致します。

会計幹事は会貨を取依いません。すべて学会事務センターへ納入して下さい。新入会員の方

で入会の手続と一緒に会計幹事へ送金される方があります。入会は春，秋の研究会での総会で

承認さ九その後学会事務センターから諦求書がまいります。この点を推薦者は入会を希望さ

れる方へよく御連絡下さい。

(会計幹事山田正篤)
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s第 38回研究会を終って

久米川正好 〈械歯大・口解第一〉

第 58図研究会は 11月 29日-5 0日の両日，東京大学医科例究所一階鱗堂において開{曲さ

れTζ。国鴎楢学会等を考慮し例年より研究会の開催が 1ク月遅〈必配Lていたが.お蔭で天候

κも忠まれ. また国労.!WJ労のストも 27日夜解決し.早朝から多数の毒参加者があり.世話人

として大変熔L<思。た。.註録者自主非会員が 138名で会員(79名〉を大きく上まわり 250

名を越える突怠lJ日者があ。たようであるa 東京では異例の鰻説会を企画してみたが，約 60名

の奉加者があり，一応の目的は遥せられたと忠うー

3-4題の一般成婚の申し込みをおことわりしたにもかかわらず 19題の一般演題があり，

1日半K納めるのに大変苦心した。 1題の持時聞は 30介となり.できるだけ多くの時聞をと

り，充分な肘論をと、、う本研究会の主旨とは反するプログラムとなった。 1日目は9:15 -
、ー./

5:45と、、う強行スケジュールで.演者および喜参加者κ大変御迷磁をかけたと思う。しかし.

参加者.演題散が多くなったことは組織培養人口の培加を物語っており.これからの組織培養

学会の在り方，使命も当然変るのかもしれない。

今回のシンポジウムはできれば 1つの Storyを書いてみたい.また全体を過して聞いていた

だきたいということから時間を短かく半日とした白しかも演者も Sむorytt合った内容をいう

ことから企画者が演者を温ぴ.内容K闘しては無理なお闘いをした。といったことから，一般

演題の中KもシンポジウムKふさわしい内容のものもあったが.制愛させてもらった。抄録で

お知らせしたよう κ各i賞者の大変興味ある題材の提供と，遠藤先生の名司会で段後まで席を立

った人も少なかったことから所期の目的を達したものと自画自識しています。

この続舗をいつか企画していた Xければと願う次第です。

末鋒ながら，医科仰のj蹄m先生を始め錨細胞の諸先生κ大変お世話Kなりました。 j単〈御礼

申し上げ， また緒先生の今後の御飽斗をお祈りし畿をおきます。

』、)

s米国組織培養学会一近況と活動ー その 2
沖垣 逮

(Paeadena Foundation for Medica1 Reeearch) 

その活動

附属研究所と培養技術研究会

すでK述べたよう tt. T C Aは発足当初から後進の指導K力を入れ.将米は学三附属の研究

所を持とうとする肴却が常ttn!l在していたように見える。とくに 20年κ近〈続いた学会主催

講習会が 1964年Kいくつかの事情で中断されて以来.常詰切f究般仰を必製とする声は具体化

L.その可能性は注意探く制査され続けていたa

この結朱故W.A1tonJonee氏の遺産を基盤にして.彼の名を冠した組織培養専門の研究

教育機関が学会の希望でうまれることにな。たa たXし財政上は独立していて. T C Aの管理

下とは云えないが.事業上は TC Aの一部として考えられる事関所であるo
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~ A1ton Jonee Ce11 Sctence Centerは. New York州の北端の P1acid糊Ilif-の

森林の中陀ある。この地は 1952年の冬期オリ Y ピック会場忙なった所で，風光明眉であるが，

交通の使は決して良いとは去えなL、。車がなければ.一日ー往彼の小型機がかなり.離れた隣村

陀降りると心った所であるa しかし広い自然の中陀ある研究所の窓外岡Jたえるものは樹林と高

原と湖であって，まさ陀研究者の天国と去えよう。幸い陀して私は，東北大山根繍教慢ととも

κ. 1 971年 6月の関所記念式陀列席し，研究所の一切を見学する機会を得た。とと托それを

述べる時間はないが，故Gey博士の名を冠した図書室や，故POlllerat博士の名を取った顕

微鏡映画実習室など.訴しい設備が漸新なデザインのもと陀投書|された近代盛築である。

現在この Ce11Cen七eI・陀は研究臓の人々がいて各自の研t宛を進めているが，本来の目的の

一つである技術指導部f習会もすで陀軌道K乗っているo すべての企画は TCAのEduca七ion

委員会陀よって作られ. ~{/I師および f学生j の人選も行われている。 1973 年度陀は 10組目 I ¥ 

の購智会が関かれ，総計 250人程の受購者が. 100名以上の噂j吋家の指導をうけている。

1 974年陀は実虻 48樋自の講習会が開かれること陀なっている。実際の賢任者は Ce11

Center・常任の親友 M.E.Kaighn博士であるが， g~師陣は全国から集められる。

今年のプログラムから主なものをみると， Princ ip1e c oura ee (ヲコース)と呼ばれる

中陀. Ca11 hybridiza七ion.Cryoblo1ogy.Perfueion cu1ture.Medica1 Viro-

10gyなど治三あるo Work ehope (19 =zース)陀は Interferon.Chromoeome band-

ing， Water etandard ~nd qua11ty contro1，Mycop1aema and acho1op1aema 

in bio1og1ca1 and medica1 prob1eme.などがみられる白 Techniquee(18コース)

では， Fl1七ration，Organcu1ture，C1ona1 cu1ture.T1seue typing，Ana1yti-

ca1 mtcroecopy，Dip1oid ce11 cu1tureなどがある。いずれも一週間のヨースであっ

て， 250-300 ドルの会貨を必要とする。ほか~ La ke Plac :I.Oまでの旅費と，滞在慨がいる

から.かなりの出資を捜する綿習会である。しかし目下の所は，いずれのコースも盛会である

という a

T C A Fi1m Library 

組織培養の特畏は生きた姿の細胞を用いることであり.従ってfi'f究結果を味画陀i1d録すると

いう特点がある由 TCAは早くからこの点陀目をつけ，学会とし℃それらの映画を集め，やが

てFi1m Libraryができあがった。とく陀故 pomera七問-士は特別の興味をもたれ，博士亡

きあとも最近までLibraryは私共の研究所が責任をもっていたn ごく最近フィルムの保存は

Ce11 Centerが行うこととなったが，私共FilmLibrary委員の顔ぶれは変らない。現在

ほぽ50本の決画があり， T C A会員に眠らず希望者陀は貸出す制度Kなっている。とくに医

学部や生物科学の教室のある大学からの希望が多く・ 1973年虻はのペ200本が貸出されて

いる。費用は一週間6ドルとしてある。これらの峡画の中Kは歴史的なものもあり，米国外で

製作されたものも多い。日本からは，医科研勝目甫教授製作のfJlf細砲と肝錨細胞例司関jと

北海道大学牧野佐二郎教民(現名誉教授)の「人煩の染色体jが納められてある。いずれも英

-4-
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語のナ Vーγg/'があるため虻ひんぱん陀貸出きれている。組織培養陀関する映画をお作りの

方は.動物，植物を問わず私宛κ述絡されることを切K希望する。ただち陀委員会陀かけて.

米国の研究者陀紹介したいと思っているe
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Ce11 Bio10gy Program 

しかし指導は理学，

、. 

れば，

そこ虻求人求職紹介の室があって，老若男女を問

介

米国の学会をおとずれたことのある方は.

わず掲示板陀〈いついているのを見たととがあると思う。同じことはNa乞Ureや Scienceの

紹l険就

まずあるいは職を求めるとき.各号の巻末をみても判る。私共は研究者を求めるとき.

岡崎陀学会の P1acementServiceと呼ばれる委員会に連絡NatureとScienceを調べ
、

Plac9ment S~rv;ce で連絡をうけ.学会へ出席して，するのが常であるo 最もよい方法は
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学会開催中K希.寝の人々と而接することである。

まず求人の場合を考える。米国の常として技術者の俸給は研究者の責任である。従って研究

費を巾摘する場合陀，それを計算陀入れて予算を組まなくてはいけない白研究費が通ると仕事

を初める前陀まず人選をする由経験のある技術者を採用する陀は.答い研究者よりはるか陀高

最近TCAは Nationa1AudioviBual Center.Nationa1 Library of Medicine. 

Bureau of Health Mampower Educattonなどの援助を得て，細胞生物学系コースの指

導材料を研究発展するプロジ zクトを新たに作った。細胞生物学は.生化学，生物物理学.病

免疫学，微生物学などと深ししかも広〈関連するため陀，嬰求は多く，

困難Kなりつ Lある白このフ・ロジェクトは，政府が学会κ資金健助を与えて訴しい分野を開発

整理しようとする試みであるo T C A会員を中心とするスタッフ陀よって作り出きれる試案は

いくつかの大学へ配られが教授陣.学生双方の評価をうけること Kなっている。考え方を変え

学会が資金を豊かにしようとする動きの一つKほかならなL、。

給を払わなくてはいけないからこのへんの計画は綿密陀立てなければいけなL、。あるいは教室

が新た陀教侵あるいは助教授を求める場合Kもこうして学会を通じての紹介が多い。次陀求職

POBt doctora1の学生と高給を求める技術

者である。最近のように研究費助成がきびしくなると，それに応じて併究職そのものが不安定

を考えよう。主として仕事を求めているのは

あるなものとなる。従って.博士号を得ても，引続いてその大学K制撤できることは少なく.

いは新しいトレイニY グを求めてほかの地へ移る人が多L、。これらの人々は学会陀出席し. {固

Placement Serviceを通じて少しでもよい口をみつけようとする。 TCA人的托あるいは.

用意された個室で商伊降求人と求職の掲示仮陀人々がむらがり.委員の臨苦で，陀おいても，

接が行われる。私は常々.米国の研究者は本質的K中小企業と変らないという考えをもってい

とく陀人を求めるため陀個室の小さなテープルで誰かと応、待するとき，

のである。 TCAでは，実際の而緩のほかに定期的托印刷物を配布して職業あっせんを行って

それを強く思うるtJ;'.

留学希望

あるいはもう少し巾を広げて

いる。私はこれを日本からの留学希望者が利用することをすすめたい。日本の場合，

者の処理は指導教授の仕事である。教授が個人的な道を通じて，

-5-



. -、しかし前κも書いたように. IiJf. 

究費獲得鏡争がはげしいと.今までのビッグネイムが「事業jを縮少することはざらにあるa

一方20代や 30代の若い研究者が大きな研究費を得て.相俸を求めていることだって決して少

なくなL、白米閣の学会はこういうことKも利用されている団体であるとい。てもよいだるう。

それは一切雌

弟子の留学先を見つけるというのがごく当然なことであるうa
I1 

以上.わずかの時間Kいくつかの間題を取上げtみた。内容κ速いがそれば，

者の資任である。冊究者の県凶である「学会JとL、う団体が将来においていかなる型般をとり，

いかなる活動を続けるかということはいずこ陀おいても問題である。この点において米国組織

培養学会の事業活動の報告が学会のあり方の一つの形怒として委参考Kするとすれば，それは鑑

者の望外のよるこびである。

拙摘を脱する陀当って.何度か迎絡を下さり，紹介の労をとられた親友乾直道幹事陀心から

感謝の意を表したい。 ¥ 

献文考

沖垣

委主

The W.A1ton Jones Oe11 Science Oenむer.

採集と飼育. 3 4 : 1 4 -1 8. 1 9 7 2. 

遥:米国細胞生物学会ならびに国際細胞生物学会連合設立委員会κ出席してn 純血神垣2. 

1973. 24:239-242 生物学シYポジウム

メディ 7・サークル.

s翼よ、あれが組織指養だ

先月リンドパークが殉くなった。パーカ.ーの教科書Kリンドパークという人の考案陀よる展

これはまさしく大西洋をとんだりンドパークその人である由。ヵ νルは1111々 の

もともと技術屋であ。たリ Y ドパークの大西洋繍断の名戸を利用し，培盤

用の色々な器具を考案させ.M究健集めに使ったらしい。ペセスダの NIHの前の冊究所K数

年問助めていたそうである。御存知ない方が多いと思うので御一報までa

s雑誌 f組織培養 J(仮称)の創刊について

永

本年春の冊究会を信州大学陀おいて私がお世話させて頂きました院組織培養Kおけるラジ

先日米日した Dr.Hayf1icktc 疏培養装世や血清分離用の遠沈管の写真や図がのっているカ三

き、、たとこる，

( H • K. ) 

土(信州大・医・解剖)

遥 :7メリカ組織培盤学会と，

遥:米副 NIHCtCおける組織培養νyポジウムK参加して。

1 974. 19:69-76 

'{!j' 国

政治家だったので.
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神垣3. 
、、

オオートグラフィーの応用というテーマでシンポジクムを企画いたしま Lたが.その記録を印

東京のニューサイエYス社発行の月刊雑誌「細胞Jtcその

2闘に介けて第 1回がこのほど同誌本年 11月発行の

第6巻第 11号 p344-350tc印刷IJtcなりました。その間同社の樋曲社長と佐久間編集長にお

刷して残したいと考え，本年初め，

原稿の掲tt&を依頼して引き受けて頂き.

わが国民は組織培養K関する専門誌がないので.

には不便であることを私がお話しいたしましたとこる.同社として，電顕形態学の専門蕗「細

胞J以外κも，組織培養κ関する専門誌を発行することを考慮してもよいとの意志表示があり，

このような話国語の印刷

-6-
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本年春以来その創刊の可能性を検討されておりましたが，今秋Kなりようやく採算のとれる見

込みがたち.同社として創刊の決意をされ.私κ編集.寄稿等Kついての協力を求められてき

ました白また学会からのパァク 7 ~ 7.も求められましたので.私から細川幹事長κ御述絡し.

前回 11月 28日東大医科酬で聞かれました幹事会Kはかつていた Xきましたa その結果，本

学会としては正式陀はニ zーサイヱンス社の事業Kは直接関係しないが.本学会員が個人的K

編集委員を引き受けたり.脱稿の執舗で協力すること Kより，この雑誌を支援して行くことを

了承することとなりました。また同社と本学会会員との聞の橋渡しを私が個人的にすることを

承認されましたので.その後.同祉の佐久間編集長と御相談いたしまして，編集委員としては

本学会員の中から各専門分盟問IJvc，山田正篤(東京大・薬・生理化学)，林俊郎(東京大・教

養・植物学)，黒田行IIs(凶立遺伝研・発生遺伝学).堀川正克(金沢大・業・放射線生物学L

にノ 永田哲士(信州大・医・解剖学)の 5名で個人的忙お引き受けいたし，同社の編集の相談K乗

O 

.'~ . 

るとと Kなりました。とこ K簡単にその経過を御報告し，会員各位の御協力をお願¥，，¥，、たしま

す。

なお.同誌の発刊のl時期は明年 5月頃.体裁はB5版.横組み，口絵 2-4ページ.本文

48ページ，内容は技術論臨.総説原著論文，文車砂録，特集記事等からJIi.る予定ですo

s昭和 49年度(1 1月)新入会員

研 究機関 同住所・電話 氏 名 専 門分 野

東北細歯大学医学部 980:仙台市星陵町 海老名卓三郎 ウイルス学

学教箆 2 -1 
0222-34-1111 

東第北大2学外医学科部 980:仙台市昼陵町 西平哲郎 外科学免皮
1丁目 移植.紬. 学

0222-74-1111 

独協医科大学学医教学室部 321-02:栃木県 山田 喬 病鹿学
第 1病理

下2(都B;lh : 賀君託生町ト林888)
02828 -6 -1 11 1 

ウ生イ物ル遺ス学ーーl 

ex乞.2178

血徴応義生錨物大学学教医室学部 160 :束京都新宿区 高野利 也
信雄町 35 徴 伝学

03-353-1211 
ex乞.2693

東京動大物学理学部 11 3 :東京都文京区 水野丈男 実験発生学
学教室 本郷7-3-1

o 3 -8 1 2 -2 1 1 1 
ext. 2862 

東組京大病学態例医究科学部研究所 1 08 :東京都港区臼 関口守正 外科津
金台 4-6-1

03 -443-81 1 1 

-7-
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研究機 関 向住所・電話 氏 名 専門分野

東京大学医科学部研究所 108 :東京都港区自 安藤俊夫 生化学
ウイルス 金3-台44-6-1 

， 03-443-811 1 

東京大学医科学内術科究所
日15日金-目台4:東445-京一6都日-港1t1区1白

谷 荘吉 内科学(腎臓病)
附属病院，

。xt.351 

農林研省第家畜衛究飢生室試ウ験場
187 :東京都シj、平市 田中義夫 献医学

究 2 イJレ 上水木町 1500 ウイルス学
ス第 1研 0423-21-1441 

exむ.262，265

三発菱生化成生生物命研科究朝室日間所 194 :東京都町田市 丸野内 ;ijt 生物学
南大谷 11号

o 42 7 -2 6 -1 2 11 

金沢大学梨学部 920:金沢市宝町 渡辺正巳 政射線細胞生物
放射薬品化学 13 -1 員守崎・

o 7 6 2 -6 2 -8 1 5 1 
ex乞.442

参天研製薬究株式部 会社 533:大阪市東淀川 疋田光史 /jj(射線細胞生物

区下新庄8-町22-165 学
o 6 -3 28 -2 666 

兵母庫性県試衛験生研部究所 652:神戸市兵康区 磁村公郎 放射線生物学

7荒8田-町5・12-1 
078-511-6581 

徳島特大殊学教教育育学部 770 :徳島市南常三 佐久間モ ト
児(異童常精児神の医病学理)島町 1-1 

0886-23-2311 
'-園田・・・

s昭和 49年度新入賛助会員

「ヲ「-ri員一面 同住所・電話 氏 名 専 門 分 野

英国ステリ吻理リ苛庖Y 社
650ー91:神戸市生 笛 吹 l直宏

Fタ純邸V飽龍マ培耳-主養義H器7ヲ大のス輸jテEッ
苗日吹本直総宏代事 田区西町井35 

三ピル 5階
o 78 -3 3 1 -5 4 6 0 人販売

株式会社東京エム・ 7 1 03:東京都中央区 氷見静寛
イ商会 新川 2-7-1

03-551-7873 

株式会社γ ュミット 1 01 :東fif'京都千代田 岡田 篤
区内田 1-2-8

03-293-6661 

株式会社北医研 1 0 1 :東京都千代田 P度 目 卓 幸

区共域同治町 1-6-15
ピル. 日本ケ

ミカルサプライ株絡
式所会)社(東京連

03-256-7480 
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s会員海外出張

石本秋稔 (愛知県がんセYター研究所・ウイルス部)

留学先 LaboratoryofVirai Disea問

Bldg.7，Rm.336. 

Nationallnstitu七eof Allergy and Infectious 

Disen. s~ Na乞土onal Instituむe of Health， 

Bethesda，MarYland 20014，日.S.A.

出張期間:昭和 49年?月より 2年間の予定

一?ー
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S Bi bl i ography存続・廃止に関するアンケート

日本組織培礎学会第38図研究会総会において報告しましたように 1974年度刊行佃1b1.io・

gra}ily用の原稿は 11月 20日現在(9月 10日の第 1回締切日を延期した)でさえ 61通し

か集まらない状況で.今後の存続の必硬性が問われる事態Kあります~ 1975年度の Bi.bliogra-

世V刊行補助金の申締書はすでκ文部省陀提出しましたので， 1975年度刊行の Bi.b1.1ogra.酔ザ

は従来通り干i附するとしても 1976年度以降のものを廃止するか存続させるかについて各員各

位の忌怖のない脅止窓見をおきかせ下さL、。

御善参考までKこれまでBibl10gra砕Vの刊行κ街尽力いただいた緒先生方の御意見を以下κ

掲載いたしましたので}それらを華参考のうえ別紙のアンケート用紙K御解答下さい。なお.

Blbliogr志悼y刊行Kは本学会運営費の大半をつぎこんでいる現状.および刊行Kあた。ている

世話人の労力等も加味した上で幹事選挙投票用紙K記入してあるブンクートにお答え下さい。

日本組織培養学会 幹事会
、_.... 

、

、S Annual Bibliographyの発行について

日本組織培益学会は昭和31年 (1956)l'C創立され，会員は 95人であった。その年の 9月

K東大医科冊(当時は伝研)庇おいて第 1@の研究会が開催さ九 50余人が多加した白そし

て次の年Kはもう第 1巻の Bibliogra世すが山田正篤君の編集で発行され， 1 956年における

日本圏内での組織培養Kよる研究の業績を全世界K紹介した。以後，遠藤治良，高野宏一，山

田正篤.黒田行H自，奥村秀夫，県木登志夫.乾直道の諸君が編集し，針 17巻が今日まで続い

て毎年発行されてきた。黒田君Kいたっては 8年間も繍換を引受けてくれたa 並々ならぬ御努

力である。

経済的にも労力の点からも.そんな無理をして何Kなるのかという疑問を持つ人があるかも

知れなL、。しかし学会というものは.研究成果を発表して.お互K情報を交換し合うことだけ

が目的ではなし研究業績を記録し，それを世界中K知らせると共K後世κも遣す義務がある。

かつて欧州の培養学会が"我々は日本の地護学会の活発な活動を見習う“と云って，問じよ

うf'CB 1 b1iographyを発行しはじめたのだか.息が切れたのであるうか， 3年位でやめてしまっ i
、」ーノ

たo 現在 1956年までさかのぼって文献を集め発行しようとすると，極めて大変な仕事であるa

な.M..lrrayはBlbliogra世V を出版して培盤界医大きな質献をしたが. それも中断されてしまっ

た白まこと K銭念なことであるが，今となってはその後を埋めるのは不可能κ近いのではある

まL、ヵ、。

Bib110gr8.];i1yを発行するt'C，t， 会員外の柴績も広く劇繍することが望ましい。"日本"の

培養研究の紹介だからである。これは各学会別K担当者をきめて手分けしてしらべれば可能な

ことであり.数年前までは実行されていた白

Bibliogr哩l.pqyを発行することは日本組織培養学会Kとってはきわめて大切な使命のーっと

信じて L喝。

〈東大医科研勝田 甫)
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s日本組織培養学会 1975及び 1976年度幹事選挙の御案内

次期幹事選挙を下記の要領で施行致しますa

被選挙人名簿兼投票用紙を，この会員通信に同封して発送します。

束および西日本から各2名を選び，その姓名をOで囲んで下さい由

この名簿は姓名と所属のみ記してありますので}各被選挙人についての詳細を御調ベ陀な

73年度名簿および会員通信 18-24号を御参照下さい。

40才以上の会員.海外在住会員および今年度で退任する幹事〈久米川し三宅，

(1) 

(2) 

りたい向き6え

(3) 

角永，堀(4) 

川〉の姓名は，被選挙人名簿から削除してあります。

被選挙人名簿兼投票用紙陀御記入の上. 1 975年 2月15日までに下記へ御郵送下さい。

東京都町田市南大谷 11

三菱化成生命科学研究所繊包生物学研究室三宅 錨 〈消印有効)

関東は.毎年関西在住の幹事で行なっておりますが，今回は例外的に東京在住の幹事がと

〒 194

(5) 

(6) 

れを行います。

よろしく御織力お願い致します。以上，

(三宅，野瀬)

および専門

s名簿作製についてのお願い

日本組織培養学会会員の訴しい名簿を作る時期となりました。同封の葉書陀，研究機関およ

び所属部門，同住所〈郵便番号もお忘れなく)および電話番号，氏名，生年月日，

佐野を銅記入になり，昭和50年 2月 15固まで陀到着するように御投函下さい。

会員の皆様の協力をお願いします。

ー./-

克正l
 

l
 

，Ea
'
 

堀設

吹田市山田上

大阪大学徴生物病研究所

佐藤弘
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毅

弘藤佐名簿作製担当
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返送宛先:〒 565
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s編集後記

昭和49年度秋号をおとどけします。発行が予定より 1ヶ月近く遅れ，会員の手元にとど

けられるのは，年を越してからということ Kなってしまったことを，お詫びいたします白

幹事会は Bibliographyの存続.廃止Kついて会員の意見を聞くため，アンケート K

よる調査を行うこと KL. これに関連して刊行K御尽力いただいた会員の御意見を，本号に

集録すること Kなっていました向原稿締切り期日の関係で}勝田氏の御意見を帰服するK

とどまってしま L、ました。

本年もともかく予定の 5号を発行することができましたo これは.御多忙の中にもかかわ

らずと執鈍いただいた会員のおかげです。ここ K探く感謝いたします。

Pli和 50年春号 (25母)の原稿締切りは 3月16日を予定しています。会員の皆僚の投

稿をお願L、、、たします。(s ) 
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